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ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

古
代
よ
り
開
け
た
多
度
山
麓
・
丘
陵
地
と

木
曽
三
川
デ
ル
タ
地
帯
に
発
達
し
た
水
郷
の
地

桑
名
市
北
部
は
、
古
代
に
お
い
て
は
伊
勢
湾

の
最
奥
部
で
、
多
度
山
麓
や
丘
陵
地
に
早
く

か
ら
中
央
の
影
響
を
受
け
た
文
化
が
定
着
し

て
い
ま
し
た
。
平
安
時
代
以
降
、
揖
斐
川
沿

い
の
新
田
開
発
が
進
み
、
海
岸
線
は
南
に

移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

変
化
に
富
ん
だ
桑
名
市
北
部
の
地
形

　

三
重
県
の
北
東
部
に
あ
た
る
桑
名
市
は
、

木
曽
三
川
が
伊
勢
湾
に
注
ぐ
河
口
に
位
置

し
、
市
域
の
多
く
が
、
木
曽
三
川
が
運
ん

だ
土
砂
が
堆
積
し
た
デ
ル
タ
地
帯
で
低
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
市
の
北
部
岐
阜

県
と
の
県
境
は
養
老
山
脈
が
連
な
る
山
地

帯
と
な
っ
て
お
り
、
山
脈

の
南
端
が
霊
峰
多
度
山
と

な
り
ま
す
。
多
度
山（
標
高

四
〇
三
ｍ
）は
、
濃
尾
平
野

を
一
望
す
る
、
こ
の
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
山
で
、
舟

運
が
盛
ん
で
あ
っ
た
頃
は

船
の
位
置
を
知
る
目
印
で

あ
り
、
現
在
は
名
古
屋
方

面
と
北
勢
地
方
を
結
ぶ
電
波
の
中
継
地
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。河
川
は
、

東
を
南
流
す
る
揖
斐
川
に
、
多
度
山
の
麓
を

西
方
か
ら
流
れ
て
き
た
支
流
の
多
度
川
、
肱

江
川
が
注
い
で
い
ま
す
。
肱
江
川
右
岸
の
御

衣
野
地
区・
力
尾
地
区
、
肱
江
川
と
多
度
川

に
は
さ
ま
れ
た
小
山
地
区
な
ど
に
広
が
る
丘

陵
地
は
、
近
年
の
開
発
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ

地
形
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
揖
斐
川
沿

い
の
低
地
は
、
濃
尾
平
野
の
南
西
部
の
一
角

に
あ
た
る
デ
ル
タ
地
帯
で
、
明
治
改
修
以
前

は
七
郷
輪
中
に
代
表
さ
れ
る
水
郷
で
し
た
。

古
代
東
海
道
の
榎え
な
つ撫

駅

　

桑
名
市
北
部
の
遺
跡
は
多
度
山
麓
と
小
山

丘
陵
地
に
多
く
、
旧
石
器
時
代
の
石
器
、
縄

文
時
代
の
土
器
片
や
石
器
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
縄
文
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代

の
複
合
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
小
山

地
区
の
天
王
平
遺
跡
は
南
北
八
〇
〇

ｍ
・
東
西
三
〇
〇
ｍ
に
お
よ
び
、
縄

文
時
代
の
爪
型
文
土
器
・
石
鏃
や
剥

片
が
出
土
し
、
奈
良
・
平
安
時
代
の

竪
穴
住
居
跡
が
約
六
〇
棟
、
掘
立
柱

建
物
が
約
二
〇
棟
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
墳
は
、
多
度
山
麓
に
一
の
谷
古
墳
群
・

宇
賀
神
社
古
墳
・
長
尾
古
墳
・
横
山
古
墳
な

ど
円
墳・
前
方
後
円
墳
が
あ
り
、
小
山
丘
陵

地
に
は
大
久
保
古
墳
群
の
円
墳
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
遺
跡
は
標
高
一
〇
ｍ
以
上
の
場

所
で
見
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
低
い
平

坦
部
で
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
古
代
に

は
、
伊
勢
湾
が
こ
の
辺
り
ま
で
入
り
込
ん
で

い
て
、
柚
井
遺
跡
か
ら
は「
大
津
」と
墨
書
さ

れ
た
土
器
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。『
古
事

記
』『
日
本
書
紀
』に
登
場
す
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
が
東
征
の
際
に
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る

「
尾
津
」の
湊
は
戸
津
付
近
に
比
定
さ
れ
、『
延

喜
式
』
に

尾
張
国
馬

津
駅
（
愛

知
県
津
島

市
）
へ
の

渡
し
口
と

し
て
記
さ

れ
て
い
る

古
代
東
海

道
の
榎
撫
駅
も
同
じ
辺
り
に
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

多
度
神
社
と
神
宮
寺

　

古
代
東
海
道
が
通
り
、
湊
が
発
達
し
て
い

た
当
地
は
、
養
老
山
地
東
麓
を
通
る
陸
路
も

あ
り
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
国

の
中
で
も
早
く
か
ら
文
化
が
開
け
た
地
域
で

し
た
。
上
げ
馬
神
事
で
知
ら
れ
る
多
度
神
社

は
、
創
建
に
つ
い
て
確
か
な
資
料
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
神
社
縁
起
に
よ
れ
ば
雄
略
天

皇
の
御
代
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
五
世
紀
頃

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
多
度
神
社
は
奈
良
時
代
す
で
に
神
宮
寺

市街地空撮
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が
建
立
さ
れ
て
お

り
、
神
仏
習
合
の

早
い
例
と
し
て
有

名
で
す
。
天
平
宝

字
七
年（
七
六
三
）

多
度
神
社
の
東
方

に
道
場
を
開
い
て

い
た
満
願
禅
師
が

多
度
神
の
託
宣
を

聞
き
、
小
堂
を
建

て
神
像
を
安
置
し
多
度
大
菩
薩
と
称
し
た
の

が
そ
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
三
重
塔

な
ど
の
伽
藍
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。
多
度

神
宮
寺
は
、
延
喜
年
間（
九
〇
一
〜
九
二
三
）

に
は
国
分
寺
に
準
ず
る
扱
い
を
受
け
る
な
ど

中
央
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
平
安
後
期
に

は
伊
勢
平
氏
の
崇
敬
と
保
護
を
受
け
て
き
ま

し
た
。

　

近
年
の
新
史
料
の
発
見
に
よ
り
多
度
神
社

が
伊
勢
国
一
宮
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　

時
代
が
下
っ
た
天
文
二
年（
一
五
三
三
）の

「
多
度
山
衆
僧
記
」に
よ
れ
ば
寺
院
七
〇
坊
、

僧
三
〇
〇
人
余
に
達
す
る
規
模
を
誇
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
戦
国
時
代
に
は
本
願
寺
と
つ

な
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
元
亀
二
年

（
一
五
七
一
）織
田
信
長
の
長
島
一
向
一
揆
平

定
の
際
に
神
社・
寺
院
の
ほ
と
ん
ど
が
焼
失

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
慶
長
一
〇

年（
一
六
〇
五
）桑
名
藩
主
本
多
忠
勝
に
よ
っ

て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

荘
園
の
境
界
争
い
と
一
向
一
揆

　

平
安
時
代
後
期
に
な
る
と
、
古
代
に
は
海

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
木
曽
三
川
が
運
ぶ
土
砂

が
堆
積
し
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
田
畑
の
開

発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
応
徳

二
年（
一
〇
八
五
）香
取
荘
と
益
田
荘
間
に
境

界
争
い
が
起
こ
り
、
在
庁
官
人
や
郡
司
が

朝
廷
の
使
い
と
と
も
に
現
地
を
訪
れ
益
田

庄
の
北
境
を
確
認
し
ま
し
た
。
嘉
保
三
年

（
一
〇
九
六
）の
地
震
に
よ
り
水
没
し
た
真
目

賀
嶋・
今
嶋
が
一
二
世
紀
半
ば
に
再
び
陸
地

化
し
た
の
で
、
益
田
荘
荘
民
が
開
作
し
た
と

こ
ろ
香
取
荘
が
こ
れ
を
横
取
り
し
た
と
し
て

境
界
争
い
が
再
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
境
界

争
い
は
、
文
治
四
年（
一
一
八
八
）建
仁
二
年

（
一
二
〇
二
）に
も
再
燃
、
訴
訟
が
幕
府
に
あ

が
り
裁
許
が
下
っ
て
い
ま
す
が
、
水
田
と
漁

場
な
ど
生
活
の
場
を
巡
っ
て
の
争
論
は
い
っ

こ
う
に
止
ま
ず
承
元
三
年（
一
二
〇
九
）と
宝

治
二
年（
一
二
四
八
）に
香
取
荘
が
勝
手
に
耕

作
地
を
広
げ
た
こ
と
を
と
が
め
る
申
状
が
出

さ
れ
る
な
ど
争
論
は
一
五
〇
年
以
上
続
き
ま

し
た
。
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
肥
沃
な
土
地
の

出
現
と
、
河
川
の
流
路
変
更
に
よ
る
安
定
し

な
い
境
界
設
定
が
長
期
に
わ
た
る
争
論
の
要

因
で
し
た
。

　

戦
国
時
代
の
北
勢
地
方
は
土
豪
が
割
拠

し
、
当
地
域
に
は
多
度
城
の
小
串
氏
、
小

山
城
の
高
井

氏
、
溝
野
城

の
草
薙
氏
な

ど
が
い
た
と

い
わ
れ
て
い

ま
す
。　

　

大
阪
本
願

寺
の
末
寺
・

長
島
願
証
寺

を
中
心
と
し

た
一
向
宗
門
徒
の
勢
力
も
大
き
く
、
土
豪
の

多
く
が
一
揆
に
組
み
し
て
織
田
信
長
と
対
峙

し
ま
し
た
。
元
亀
元
年（
一
五
七
〇
）信
長
の

弟
信
興
を
小
木
江
城
で
自
害
さ
せ
、
翌
二
年

に
は
織
田
軍
を
迎
え
う
っ
て
撃
退
す
る
な
ど

頑
強
に
抵
抗
し
た
一
揆
勢
で
し
た
が
、
天
正

元
年（
一
五
七
三
）総
攻
撃
を
し
か
け
た
織
田

軍
に
各
地
で
敗
走
、
翌
年
一
揆
勢
は
潰
滅
。

こ
の
地
域
で
は
、
肱
江
川
を
は
さ
ん
で
激
戦

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
法
泉
寺
の
空
明
が
戦

死
者
を
弔
っ
た
千
人
塚
が
野
志
里
神
社
の
奥

に
残
っ
て
い
ま
す
。

新
田
開
発
と
上
流
か
ら
の
抗
議

　

慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）桑
名
に
本
多
忠

勝
が
入
封
す
る
と
、
こ
の
地
域
は
す
べ
て

桑
名
藩
領
と
な
り
ま
す
が
、
宝
永
七
年

（
一
七
一
〇
）桑
名
藩
主
松
平
定
重
が
越
後
高

田（
新
潟
県
上
越
市
）に
領
地
替
え
と
な
り
、

代
わ
っ
て
備
後
福
山（
広
島
県
福
山
市
）か
ら

松
平
忠
雅
が
移
っ
て
き
た
時
に
七
郷
輪
中

五
ヵ
村
が
幕
府
領
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

理
由
に
つ
い
て『
多
度
町
史
』は
、
木
曽
三
川

下
流
域
の
治
水
を
広
域
的
に
考
え
る
た
め
に

伊
勢
国
側
に
も
幕
府
領
を
置
く
必
要
が
あ
っ

た
た
め
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

　

中
世
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
新
田
開
発
は
、

太
平
の
世
と
な
る
江
戸
時
代
に
入
っ
て
さ

ら
に
大
規
模
に
な
っ
て
進
行
し
て
い
き
ま

す
。
慶
長
年
間
に
上
之
郷
村
が
、
元
和
三
年

（
一
六
一
七
）に
は
福
永
村
が
開
発
さ
れ
て
い

ま
す
。
揖
斐
川
右
岸
の
最
下
流
の
輪
中
で
あ

る
七
郷
輪
中・
中
須
輪
中
も
江
戸
時
代
初
頭

に
は
成
立
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
元
禄
年

間
に
揖
斐
川
堤
外
地
に
西
平
賀
村
新
田
が
、

七
郷
輪
中
に
向
新
田・
葭
原
新
田
が
開
か
れ

ま
し
た
。
ほ
か
に
、
東
平
賀
村
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
池
理
新
田
、
南
之
郷
村
が
開
い
た
南

之
郷
新
田
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
東
平
賀
村

が
開
い
た
新
田
は
美
濃
国
に
隣
接
し
て
い
る

た
め
境
界
を
巡
っ
て
争
論
が
起
こ
り
元
禄

一
三
年（
一
七
〇
〇
）桑
名
・
高
須
・
大
垣
藩

で
境
界
の
検
分
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
新
田
の
開
発
は
、
生
産
力
を

向
上
さ
せ
る
一
方
で
、
堤
防
に
よ
る
河
道

の
固
定
が
土
砂
堆
積
に
よ
る
河
床
の
上
昇

を
引
き
起
こ
す
た
め
洪
水
氾
濫
を
増
加
さ

せ
る
要
因
に
も
な
り
ま
し
た
。
元
禄
一
四

年（
一
七
〇
一
）頃
に
、
三
川
上
流
に
位
置
す

る
美
濃
国
の
福
束
輪
中・
高
須
輪
中
の
村
か

ら
、
桑
名
川（
揖
斐
川
下
流
部
）の
流
水
を
妨

げ
る
南
之
郷
村
な
ど
の
新
田
や
そ
の
他
の
取

り
払
い
を
求
め
る
訴
訟
が
お
こ
さ
れ
、
広
域

に
わ
た
る
治
水
問
題
が
表
面
化
し
て
き
ま
し

た
。
元
禄
一
六
年
幕
府
は
、
南
之
郷
村
な
ど

で
新
田
取
り
払
い
と
当
該
地
域
住
民
の
強
制

紙本墨書神宮寺伽藍縁起井資財帳

千人塚

忠勝による再建時の多度権現社棟札
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移
住
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
明
和
元

年（
一
七
六
四
）に
は
、
上
流
一
〇
〇
ヵ
村
か

ら
桑
名
郡
の
村
々
が
以
前
取
り
払
っ
た
新
田

の
復
活
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
と
し
て
中
止

を
申
し
出
て
い
ま
す
。
美
濃
諸
村
に
よ
る
伊

勢
側
の
開
発
に
対
す
る
抗
議
は
江
戸
時
代
を

通
じ
て
た
び
た
び
繰
り
か
え
さ
れ
ま
し
た
。

宝
暦
と
天
明
の
御
手
伝
普
請

　

一
八
世
紀
初
頭
の
河
道
整
理
工
事
の
後

も
、
三
川
下
流
域
で
は
出
水
の
た
び
に
堤
防

決
壊
や
滞
水
に
よ
る
被
害
が
あ
い
つ
ぎ
、
抜

本
的
な
治
水
工
事
を
迫
ら
れ
た
幕
府
は
、
宝

暦
の
御
手
伝
普
請
を
薩
摩
藩
に
命
じ
ま
し

た
。
こ
の
地
域
は
、
最
大
の
難
工
事
と
い
わ

れ
た
油
島
締
切
堤
工
事
を
含
む
四
之
手
工
区

に
あ
た
り
、
七
郷
輪
中
の
西
を
流
れ
る
香
取

川
の
堤
防
補
強
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

初
の
工
事
計
画
に
は
、
五
之
手
と
し
て
七
郷

輪
中
に
新
川
を
開
削
し
て
揖
斐
川
の
流
下
を

助
け
る
と
い
う
案
が
存
在
し
、
高
須・
本
阿

弥
・
金
廻
・
太
田
の
四
輪
中
五
八
ヵ
村
よ
り

重
ね
て
実
現
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
結
局

こ
の
案
は
、
多

く
の
潰
地
が
生

じ
る
う
え
、
工

事
の
規
模
が
大

き
い
割
に
格
別

流
下
状
況
が
改

善
さ
れ
る
見
込

み
が
な
い
と
し

て
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

　

天
明
二
年

（
一
七
八
二
）

に
大
洪
水
が

あ
り
桑
名
藩

主
松
平
忠
翼

は
幕
府
に
窮

状
を
訴
え
助

力
を
嘆
願
し

ま
し
た
。
翌

三
年
に
小
倉
藩
・
延
岡
藩
・
岸
和
田
藩
が

行
っ
た
御
手
伝
普
請
に
感
謝
し
て
忠
翼
が
建

て
た
と
さ
れ
る
の
が
、
多
度
大
社
の
境
内
に

あ
る「
天
明
二
年
洪
水
始
末
碑
」で
す
。『
多
度

町
史
』（
昭
和
三
八
年
）は
、
三
藩
が
藩
士
・

技
術
者・
人
夫
を
そ
ろ
え
現
地
に
入
り
、
幕

府
役
人
や
桑
名
藩
役
人
と
協
力
し
、
地
元
の

人
を
雇
い
入
れ
て
工
事
を
完
成
さ
せ
た
、
と

し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に『
岐
阜
県
治
水
史
』

で
は
、
こ
の
天
明
三
年
御
手
伝
普
請
に
つ
い

て
、
御
手
伝
い
藩
は
丸
岡
藩・
出
石
藩
を
加

え
た
五
藩
で
、
工
事
の
終
了
間
際
に
下
知
さ

れ
形
式
的
に
役
人
を
派
遣
し
た「
お
金
御
手

伝
い
」で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
工
事
箇
所
に
つ
い
て
も
、
伊
勢
国
で
は

幕
府
領
七
郷
輪
中
五
ヵ
村
が
記
録
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
、
桑
名
藩
領
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
両
者
の
記
述
の
差
異
や
関
連
に
つ
い
て

推
測
で
き
る
史
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
度
町
か
ら
桑
名
市
へ

　

江
戸
時
代
の
当
地
域
に
あ
っ
た
二
三
ヵ
村

は
、
明
治
四
年（
一
八
七
一
）安
濃
津
県
を
経

て
明
治
五
年
三
重
県
と
な
り
ま
し
た
。
明
治

二
二
年（
一
八
八
九
）市
町
村
制
の
施
行
に
よ
り

多
度
村
・
野
代
村
・
古
浜
村
・
七
取
村
・
古
美
村

が
成
立
。
昭
和
二
九
年（
一
九
五
四
）多
度
村
が

町
制
施
行
、
翌
三
〇
年
に
一
町
四
村
が
合
併

し
て
多
度
町
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
一
六
年

（
二
〇
〇
四
）桑
名
市
・
長
島
町
と
合
併
し
て
桑

名
市
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

明
治
六
年（
一
八
七
三
）新
政
府
は
安
定
し
た

歳
入
の
確
保
の
た
め「
地
租
改
正
法
」を
公
布
、

収
穫
高
に
よ
っ
て
各
村
の
等
級（
田
位
）を
定

め
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
地
価
の
三
％

を
納
税
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代

の
年
貢
は
米
納
が
原
則
で
不
作
の
年
は
減
税
措

置
も
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
租
改
正
に

よ
っ
て
基
準
米
価
に
よ
る
金
納
に
変
わ
り
、
不

作
で
あ
っ
て
も
税
額
は
一
定
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
九
年
は
、
現
実
米
価
が
暴
落
し
た
う
え
、

伊
勢
地
方
は
大
雨
に
見
舞
わ
れ
大
き
く
収
穫
を

落
と
し
て
い
ま
し
た
。
農
民
は
米
納
か
現
実
米

価
に
よ
る
納
税
を
嘆
願
し
ま
す
が
受
け
入
れ
ら

れ
ず
、
つ
い
に
飯
野
郡
魚
見
村（
松
阪
市
）な
ど

の
農
民
が
結
集
し
て
暴
動
に
発
展
し
、
ま
た
た

く
間
に
三
重
県
下
全
域
に
波
及
し
ま
し
た
。
こ

の
地
域
で
も
打
ち
壊
し
・
放
火
が
相
次
ぎ
、
多

く
の
逮
捕
者
が
で
ま
し
た
。
こ
の
伊
勢
暴
動
の

直
後
、
政
府
は
税
率
を
二
・
五
％
に
引
き
下
げ

た
の
で
、「
竹
槍
で
ど
ん
と
突
き
出
す
二
分
五

厘
」と
い
わ
れ
ま
し
た
。

　

課
題
で
あ
っ
た
治
水
事
業
は
、
明
治
二
〇
〜

四
五
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
下
流

改
修
事
業（
明
治
改
修
）に
よ
っ
て
大
幅
に
安
全

度
が
向
上
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
四
年

（
一
九
五
九
）に
は
七
号
台
風
で
上
之
郷
の
堤
防

が
決
壊
し
七
郷
輪
中
二
〇
〇
ha
が
冠
水
、
復

旧
工
事
中
に
襲
来
し
た
伊
勢
湾
台
風
で
再
び
決

壊
、
一
ヵ
月
以
上
も
排
水
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
被
害
は
、
家
屋
全
半
壊
一
一
一
戸
、
田
畑

流
失
・
冠
水
四
〇
〇
ha
に
お
よ
び
ま
し
た
。

　

明
治
改
修
を
き
っ
か
け
に
、
交
通
・
運
送

は
、
舟
運
か
ら
陸
上
輸
送
に
移
り
、
大
正
八
年

（
一
九
一
九
）に
養
老
鉄
道
養
老
線
が
開
通
、
小

山
地
区
に
多
度
駅
が
置
か
れ
、
大
正
九
年
に
は

下
野
代
駅
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
養

老
鉄
道
は
経
営
主
体
が
た
び
た
び
変
わ
り
、
平

成
一
九
年（
二
〇
〇
七
）近
鉄
養
老
線
か
ら
養
老

鉄
道
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岐
阜
県
に

通
じ
る
美
濃
街
道
に
沿
っ
て
国
道
が
整
備
さ
れ

昭
和
五
〇
年
に
国
道
二
五
八
号
と
し
て
全
線
開

通
、
昭
和
五
八
年
に
は
揖
斐
川
を
渡
る
油
島
大

橋
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
交
通
網
の
整
備
に

よ
っ
て
名
古
屋
・
岐
阜
方
面
と
の
ア
ク
セ
ス
が

良
好
に
な
り
、
工
場

団
地
の
造
成
に
よ
っ

て
、
大
手
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
メ
ー
カ
ー
の
工
場

を
は
じ
め
多
く
の
企

業
を
誘
致
し
、
併
せ

て
宅
地
開
発
も
進
め

ら
れ
、
都
市
化
が
顕

著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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木
曽
三
川 

一
景
一
話

　河川の水位は、河川

を流れている水量の大

小を表わす尺度として

最も身近な情報です。

現在では、この水位

観測は殆どが自動化さ

れ、観測されたデータ

は、テレメータにより担当する部署に送信され、河川計

画や洪水予報・水防・渇水対策などの基礎資料として利用

されています。

　また、インターネット上の「国土交通省｛川の防災情

報｝」を通じて誰もが利用できるようになっています。ネッ

ト上に公表されている水位観測所数は、木曽川水系では

１２７箇所にものぼっています。

　洪水の時の水嵩（水位）を尺度で表わすことはかなり古

くから行われていました。鎌倉時代の文書には、「平水よ

り高きこと９尺６寸」などの記録があります。

　江戸時代の天明６年 (１７８６）には、江戸の両国橋の

たもとで連続した水位観測が行われ、洪水の時間変化が

記録されたと伝えられています。
明治６年に木曽川の水位観測を開始

　明治５年 (１８７２）２月、政府

の招聘により来日したオランダ人

技師Ｃ．Ｊ．ファン・ドールンは、

明治５年４月、利根川の下総境町

（茨城県猿島郡境町）に我が国で初

めての量水標（水位観測所）を設置

し、政府に対して、各河川におい

て量水標を設置して水位観測を行

うことを提言しました。

　木曽川水系で初めての水位観測所は、明治６年

(１８７３ )５月２０日揖斐川筋今尾村（海津市平田町今

尾）に設置されました。当時の水位観測所は、量水標ま

たは量水杭と呼ばれ、川の中に打ち込んだ杭に 1cm刻み

の目盛りを付けた標尺を取り付けた簡単な構造でした。

この量水標の側には番小屋が設けられ時計と水位記録用

紙が備え付けられ、主要な観測所では観測人が昼夜を問

わず１時間毎に水位を観測して記録していました。

　明治１１年 (１８７８）２月、初めて木曽川を調査した

ヨハニス・デ・レーケは、『既ニ建設シテ経験セシ量水標
ノ外ニ、猶若干ヲ設ケザル可カラズ。・・・量水標ノ高低ヲ
測定シ之ニ記シ置クベシ』と水位観測に対して意見を述
べています。

　明治１３年（１８８０）になると、明治７年以降の水位

観測記録がデ・レーケのもとに届けられました。しかし、

その水位観測結果は、デ・レーケが満足するような成果

が得られていないようで、自記水位計の導入が必要なこ

とを提案しています。また、来日したばかりの同僚ムル

デルに宛てた手紙に『私は今でも木曽川関係の水位帳の
判読と計算の照合で頭が一杯です』（１８８０.１１.１５
付デ・レーケの手紙より )と書いています。

　この頃のデ・レーケは、通訳役の楢林高之内務六等属

が作成した木曽川感潮域の水位観測値のグラフを基に工

事基準水位（尾張湾基準水位Ｏ .Ｐ [ Owariwan Peil ]、0点

の標高は－０．６１４５ｍです。詳細は KISSO VOL.６４ 

を参照下さい。）を検討していたものと推定されます。
デ・レーケが自記水位計を導入

　明治１３年（１８８０）１２月になると自記水位計が

大阪に到着したことが、ムルデルに宛てた手紙から分

かります。『私は水位計の船荷証書を受け取りましたか

ら、間もなくこの機器は届くと思います。ご存知のよう

に、この水位計は木曽川下流部の河川分離の工事に使用

するために注文されています。』(１８８０.１２.０８付デ・

レーケの手紙より )

　残念ながら、この自記水位計が木曽三川の何処に設置

されたのかは明らかではありません。しかし、自記水位

計が、揖斐川右岸の桑名市吉之丸に設置されていたこと

は、明治改修の着工にあたり現地を視察した山縣有朋内

務大臣に関する次の新聞報道により明らかです。

「去五日午後二時四日市より桑名に着前後に登録したる
出迎の人々を率いて直に三之丸なる第四土木監督署に趣
き同署を視察して水量器を検査し・・・」（明治二十年四月
十日伊勢新聞）

　なお、木曽川文庫

には、吉之丸水位観

測所の明治２７年

（１８９４）１月の自記

記録紙が保存展示され

ています。

今号の一景
水位観測所

◆感潮域（かんちょういき）
河口付近では、潮の満ち引きにともなって川の水位が上下し、また海水と河川水が混じ
りあっており、海の影響を受ける範囲を「感潮域」といいます。
◆平水位（へいすいい）
１年を通じて185日は、これを下らない水位をいいます。

　　
※河川に関する用語をわかりやすく

　解説します。

木曽川水系流域委員会　用語集より

揖斐川今尾水位観測所

木曽三川最下流部水位観測所
揖斐川城南水位観測所

木曽川船頭平水位観測所



明
治
改
修
に
よ
る
地
域
の
変
貌
と

　
　

西
田
喜
兵
衛
の
宝
暦
治
水
顕
彰

明
治
改
修
は
、
こ
れ
ま
で
洪
水
氾
濫
の
常
襲
地

帯
で
あ
っ
た
木
曽
三
川
下
流
域
の
治
水
安
全
度

を
大
き
く
引
き
上
げ
ま
し
た
。
一
方
で
、
多
く

の
土
地
が
堤
外
地
と
な
っ
た
り
、
中
小
河
川
が

締
め
切
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
は
大
き

な
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
桑
名

市
北
部
も
そ
う
し
た
地
域
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

5
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明
治
改
修
に
先
立
つ
肱
江
川
砂
防

　

木
曽
三
川
の
河
口
デ
ル
タ
地
帯
は
、
河
川

が
運
ぶ
土
砂
の
堆
積
に
よ
っ
て
で
き
た
洲
を

開
発
し
て
耕
地
を
広
げ
て
き
た
地
域
で
す
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
土
砂
の
堆
積
は
、
河
床

の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
洪
水
氾
濫
が
頻
発
す

る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
川
下
流
改
修
計
画
を
策
定
し
た
デ
・

レ
ー
ケ
は
、
本
川
の
河
道
改
修
に
先
だ
っ
て

三
川
に
流
入
す
る
小
河
川
の
土
砂
流
出
を
く

い
と
め
る
砂
防
工
事
が
必
要
と
考
え
、
精
力

的
に
流
域
の
視
察
を
行
い
、
砂
防
工
事
の
具

申
と
予
算
の
増
額
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
揖
斐
川
右
岸
に
流
入
す
る
河
川
の
砂

防
を
最
重
要
と
し
て
、
養
老
山
地
で
集
中
的

に
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
養
老
山
地
を
Ｖ
字

谷
を
刻
ん
で
南
流
し
、

丘
陵
地
に
さ
し
か
か

る
あ
た
り
か
ら
東
に

流
れ
を
変
え
て
揖
斐

川
に
注
ぐ
肱
江
川
も

そ
う
し
た
河
川
の
ひ

と
つ
で
、
明
治
一
一
年（
一
八
七
八
）四
月
に

肱
江
川
流
域
の
御
衣
野
村
で
着
工
さ
れ
た
砂

防
工
は
、
明
治
改
修
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
た

最
初
の
砂
防
工
で
し
た
。
肱
江
川
で
は
、
こ

の
ほ
か
に
小
山
村
・
力
尾
村
・
下
野
代
村
・

多
度
村
で
工
事
が
行
わ
れ
た
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
そ
の
痕
跡
は
宅
地
開
発
や

新
し
い
砂
防
工
な
ど
で
消
さ
れ
て
お
り
、
施

工
場
所
に
つ
い
て
記
し
た
史
料
も
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
砂
防
工
の
場
所
を
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
明
治
一
二

年
八
月
に
着
工
、
一
六
年
一
月
に
完
成
し
た

小
山
村
の
砂
防
工
は
、「
溜
水
使
用
之
義
ニ

付
御
願
」（
明
治
二
〇
年
三
月
二
一
日
付
）と

い
う
文
書
の
中
に「・・・
本
村
字
西
谷
通
ノ

渓
潤
ニ
於
テ
、
砂
防
工
事
御
施
行
相
成
」と

あ
り
施
工
地
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
字
西
谷

通
は
、
肱
江
川
左
支
川「
ち
か
ら
川
」の
流
域

で
、
地
元
の
人
の
話
で
、
か
つ
て
石
積
堰
堤

が
あ
っ
た
と
言
う
場
所
ま
で
わ
か
り
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
痕
跡
は
残
っ
て
い
な
い
よ

う
で
す
。

山
縣
有
朋
の
改
修
視
察

　

養
老
山
脈
の
南
端・
多
度
山
頂
上
か
ら
東

を
望
む
と
、
眼
下
に
木
曽
三
川
が
流
れ
、
そ

の
先
に
濃
尾
平
野
の
広
が
り
を
一
望
で
き
ま

す
。
明
治
二
〇
年（
一
八
八
七
）四
月
六
日
、

内
務
大
臣・
山
縣
有
朋
卿
が
、
こ
の
場
所
で
、

い
よ
い
よ
着
工
と
な
っ
た
明
治
改
修
の
施
工

場
所
の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
伝
聞
に
よ

れ
ば
、
改
修
の
要
所
要
所
に
立
て
ら
れ
た

一
〇
畳
以
上
も
あ
る
旗
を
望
遠
鏡
で
望
み
、

一
万
分
の
一
の
地
図
と
照
合
し
つ
つ
説
明
を

受
け
た
そ
う
で
す
。山
頂
か
ら
の
視
察
の
後
、

多
度
神
社
に
参
詣
し
、
美
濃
地
方
の
三
川
筋

を
視
察
し
て
廻
っ
て
い
ま
す
。

　

大
臣
は
こ
の
視
察
の
前
日
五
日
の
午
後
四

日
市
か
ら
桑
名
に
入
り
、
桑
名
町
三
之
丸
の

内
務
省
桑
名
派
出
所
の
巡
視
し
た
後
、
吉
之

丸
検
潮
儀
を
見
て
、
小
汽
船
北
勢
丸
の
船
上

か
ら
赤
須
賀
新
田
の
改
修
工
事
を
巡
覧
、
木

曽
川
に
廻
っ
て
横
満
蔵
新
田
の
工
事
を
視
察

し
て
い
ま
す
。
大
臣
が
東
京
を
発
つ
前
の
四

月
三
日
付
の
新
聞
に
は
、
大
臣
が
木
曽
川
下

流
改
修
工
事

の
起
工
式
に

臨
席
す
る
旨

の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
実

際
に
起
工
式

が
行
わ
れ
た

こ
と
を
報
じ

る
記
事
や
文

献
は
見
あ
た
ら
ず
、
式
典
が
行
わ
れ
た
の
か

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
つ
の
推
察
と

し
て
、
こ
の
行
程
の
中
で
、
そ
れ
ほ
ど
お
お

げ
さ
で
は
な
い
式
典
が
催
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
り
、
そ
の
場
所
は
最
初
の
施
工
場
所
で
あ

る
横
満
蔵
新
田
で
は
な
か
っ
た
か
と
す
る
見

方
が
あ
り
ま
す
。

桑
名
市
北
部
の
改
修
箇
所

　

木
曽
三
川
下
流
全
域
に
渡
る
広
大
な
範
囲

で
行
わ
れ
た
改
修
工
事
の
結
果
、
拡
幅・
新

河
道
開
削
に
よ
っ
て
全
体
で
一
〇
〇
〇
ha

以
上
の
土
地
が
河
道
と
な
り
、
ま
た
、
大
小

現在の肱江川

多度山
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一
〇
余
り
の

河
川
が
廃
川

と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
う

ち
、
桑
名
市

北
部
で
施
工

さ
れ
た
主
要

な
工
事
で
は
、

揖
斐
川
右
岸

堤
防
の
引
堤

に
よ
っ
て
潰

地
が
発
生
し
、

香
取
川
が
締

め
切
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
地
域
の
揖
斐
川
右
岸
堤
か

ら
、
川
を
見
る
と
、
複
雑
な
形
に
入
り
く
ん

だ
河
川
敷
や
細
長
い
中
洲
が
見
ら
れ
ま
す
。

地
図
上
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
細
長

く
続
く
中
洲
は
、
改
修
以
前
の
堤
防
の
跡

で
、
現
在
の
堤
防
と
か
な
り
距
離
が
あ
り
、

場
所
に
よ
っ
て
は
川
幅
が
倍
ほ
ど
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
引
堤
に
よ
っ
て
七
郷
輪
中

で
は
六
〇
余
ha
、
南
之
郷
で
一
〇
ha
余
が
堤

外
地
と
な
り
、
耕
地・
家
屋
敷
を
失
い
移
転

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
が
大
勢
出
ま
し
た
。

揖
斐
川
沿
い
の
村
、
平
賀・
古
敷・
上
之
郷・

中
須
・
南
之
郷
・
大
鳥
居
の
戸
数
合
計
が
、

明
治
一
六
年
の
三
一
二
戸
か
ら
三
一
年
は

二
三
八
戸
と
激
減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
潰

地
の
広
さ
が
わ
か
り
ま
す
。
一
例
と
し
て
南

之
郷
村
を
見
て
み
る
と
、
全
六
二
戸
中
、
村

内
堤
内
地
に
移
転
が
二
四
戸
、
村
外
に
転
出

が
二
二
戸
に

の
ぼ
り
、
神

社
・
寺
院
・

墓
地
な
ど
も

移
転
し
て
い

ま
す
。
こ
う

し
た
移
住
者

の
中
に
は
、

遠
く
北
海
道

の
開
拓
団
に

参
加
し
、
大
変
な
苦
労
を
し
て
原
野
を
開
い

て
い
っ
た
人
達
も
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
七
郷
輪
中
の
西
を
流
れ
て
い
た

揖
斐
川
の
派
川・
香
取
川
は
、
改
修
工
事
に

よ
っ
て
中
央
部
が
締
め
切
ら
れ
廃
川
と
な
り

ま
し
た
。揖
斐
川
分
派
点
か
ら
二
㎞
ほ
ど
は
、

養
老
山
地
の
扇
状
地
を
流
れ
る
伏
流
水
を
水

源
と
す
る
山
除
川
の
下
流
部
と
な
っ
て
、
北

流
し
て
揖
斐
川
に
注
い
で
い
ま
す
。

　

三
川
を
完
全
分
流
し
た
明
治
改
修
は
、
地

域
経
済
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
古
代

よ
り
三
川
を
は
さ
ん
だ
対
岸
の
佐
屋・
津
島

へ
の
渡
し
場
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
香
取
湊

は
、
中
世
以
降
、
広
域
交
通
の
要
と
し
て
の

地
位
こ
そ
桑
名
湊
に
譲
っ
た
も
の
の
、
明
治

に
至
る
ま
で
地
域
の
中
心
地
で
あ
り
続
け
ま

し
た
。
明
治
二
三
年（
一
八
九
〇
）の
資
料
で

は
、
香
取
に
九
〇
軒
以
上
の
商
店
や
飲
食
店

の
ど
が
軒
を
連
ね
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
明
治
改
修
以
降
は
、
舟

運
を
利
用
し
た
商
取
引
が
衰
退
し
、
こ
の
地

域
の
中
心
も
多
度
に
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

西
田
喜
兵
衛
の
宝
暦
治
水
顕
彰
活
動

　

明
治
三
三
年（
一
九
〇
〇
）三
月
、
三
川
分

流
工
事
が
完
成
し
、
四
月
に「
三
川
分
流
成

功
式
」が
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
、
か
つ

て
木
曽
川・
長
良
川
の
合
流
点
で
あ
っ
た
成

戸
の
堤
防
上
で
行
わ
れ
、
着
工
時
に
視
察
に

訪
れ
た
山
縣
有
朋
が
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て

臨
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
成
功
式
に
ひ
き
続
い
て
下
流
の

油
島
で
、「
宝
暦
治
水
顕
彰
碑
」の
建
碑
式
が

行
わ
れ
、
山
縣
総
理
大
臣
ら
が
列
席
し
て
い

ま
す
。
明
治
改
修
で
完
成
を
見
た
三
川
分
流

の
歴
史
は
、
宝
暦
三
年（
一
七
五
三
）か
ら
五

年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
薩
摩
藩
御
手
伝
普
請

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
今
で
こ
そ
、
多
く

の
書
物
で
と
り
あ
げ
ら
れ
広
く
人
々
の
知
る

と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
宝
暦
治
水
で
す
が
、

江
戸
時
代
に
は
工
事
の
性
格
か
ら
幕
府
の
目

を
は
ば
か
っ
て
そ
の
事
蹟
を
広
め
る
者
が
な

く
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
、
存
在
は
世
に

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

埋
も
れ
て
き
た
事
蹟
を
明
ら
か
に
し
、
薩

摩
藩
士
の
功
績
を
顕
彰
す
る
活
動
に
奔
走
し

た
の
が
、
戸
津
村
庄
屋・
一
〇
代
目
西
田
喜

兵
衛
で
し
た
。
代
々
、
庄
屋
を
務
め
た
西
田

家
は
、
宝
暦
治
水
の
際
、
薩
摩
藩
士
に
宿
を

提
供
し
て
お
り
、
当
時
の
当
主
三
代
目
喜
兵

衛
は
、
薩
摩
藩
に
協
力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
便

宜
を
図
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
喜
兵

衛
は
、
工
事
の
書
類
や
藩
士
と
の
か
か
わ
り

を
記
録
に
残
し「
薩
州
の
恩
を
忘
る
べ
か
ら

ず
」と
し
て
子
孫
に
伝
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
文
書
は
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）一
二
月
の
伊
勢
暴
動
に
よ
っ
て

家
屋
と
と
も
に
焼
失
、
一
〇
代
目
喜
兵
衛
は

こ
れ
を
悔
や
み
、
祖
先
の
思
い
を
実
現
す
る

た
め
、
顕
彰
活
動
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

工
事
に
関
す
る
資
料
を
集
め
、
募
金
活
動
を

行
っ
た
苦
労
が
実
り
、
記
念
碑
建
立
に
至
っ

た
喜
兵
衛
は
、「
三
川
分
流
成
功
式
」の
打
ち

合
わ
せ
会
を
訪
れ「
宝
暦
治
水
顕
彰
碑
」建
碑

へ
の
協
力
を
取
り
付
け
ま
す
。
こ
う
し
て
、

三
川
分
流
の
成
功
を
祝
う
当
日
に
、
そ
の
さ

き
が
け
と
な
っ
た
宝
暦
治
水
が
顕
彰
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
西
田
喜
兵
衛
は
、
明
治
四
〇
年

（
一
九
〇
七
）に
出
版
し
た『
濃
尾
伊
三
大
川

宝
暦
治
水
誌
』の
中
で
薩
摩
義
士
を
祀
る
神

社
の
設
立
を
切
望
し
て
い
ま
す
。彼
の
没
後
、

そ
の
遺
志
は
多
く
の
有
志
に
受
け
継
が
れ
、

昭
和
一
三
年（
一
九
三
八
）の
治
水
神
社
建
立

に
よ
り
成
就
し
て
い
ま
す
。

■
参
考
文
献

『
多
度
町
史
』
昭
和
三
八
年　

多
度
町

『
多
度
町
史　

近
代
・
現
代
』
平
成
一
五
年　

多
度

町　

油島大橋から揖斐川上流を望む

宝暦治水顕彰碑

山除川と揖斐川の合流点（かつての香取川分派地点）
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多
度
山
を
間
近
に
望
む

神
話
の
舞
台
を
訪
ね
て

古
代
大
和
政
権
の
影
響
下
に
あ
っ
た
桑
名
市
北
部

は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
や

倭
姫
命
の
話
の
舞
台
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
そ
ん
な

神
話
に
ゆ
か
り
の
場
所
を
訪
ね
て
、
ゆ
っ
た
り
と
春

の
一
日
を
過
ご
し
て
み
ま
し
た
。

気
ま
ま
にJO

U
R
N
EY

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
神
話
と
尾
津
前

　

春
の
柔
ら
か
な
日
差
し
の
中
を
、
国
道

二
五
八
号
を
車
で
桑
名
市
街
か
ら
一
〇
分

ほ
ど
北
に
向
か
う
と
、
正
面
左
手
に
少
し

霞
ん
だ
多
度
山
の
ゆ
る
や
か
な
稜
線
が
見

え
て
き
ま
す
。
こ
こ
桑
名
市
北
部
は
、
古

代
の
東
海
道
が
通
り
、
古
く
か
ら
中
央
の

影
響
を
受
け
て
文
化
が
開
け
て
い
た
と
こ

ろ
で
、
記
紀
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
神
話

の
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
野
代
で
国
道
か
ら
西
に
向
か
っ
て
肱

江
川
右
岸
の
御
衣
野
に
あ
る
草
薙
神
社
に

向
か
い
ま
す
。
田
園
の
中
を
こ
ん
も
り
と

茂
る
社
叢
の
緑
を
目
指
し
て
走
る
と
、
鳥

居
の
脇
に「
日
本
武
尊
御
遺
跡
尾
津
崎
」の
文

字
を
刻
ん
だ
石
柱

が
み
つ
か
り
ま
し

た
。

　

草
薙
神
社
は
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が

東
国
征
定
に
向
か

う
途
中
で
刀
を
置

き
忘
れ
た
尾
津
前

（『
日
本
書
紀
』で
は
尾
津
浜
）の
地
と
さ
れ
て

い
ま
す
。東
征
を
終
え
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、

伊
吹
山
の
神
と
の
戦
い
で
衰
弱
し
、
大
和
へ

戻
る
途
中
で
、
ふ
た
た
び
尾
津
前
を
通
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
置
き
忘
れ
た
刀
が
松
の
木
の

下
に
ま
だ
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
喜
び
、

「
尾
張
に　

直
に
向
へ
る　

一
つ
松　

あ
は

れ　

一
つ
松　

人
に
あ
り
せ
ば　

衣
著
せ
ま

し
を　

太
刀
佩
け
ま
し
を
」（『
日
本
書
紀
』）

（
尾
張
国
に
向
い
て
い
る
一
本
松
よ
。
お
前

が
人
だ
っ
た
ら
、
こ
の
着
物
を
着
せ
て
、
こ

の
刀
を
つ
け
て
や
れ
る
の
に
。）

と
、
刀
を
護
っ
て
い
た
松
を
賞
し
て
詠
み
ま

し
た
。「
尾
津
前
」と
い
う
地
名
と
あ
わ
せ
て
、

古
代
こ
の
辺
り
が
海
岸
で
、
尾
張
を
望
む
場

所
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
歌
の
石
碑
が
、
美
濃
街

道
が
多
度
川
に

か
か
る
手
前
に

あ
る
尾
津
神
社

境
内
に
建
っ
て

い
ま
す
。
神
話

に
伝
わ
る
尾
津

前
の
地
は
、
こ

ち
ら
と
す
る
説
も
あ
る
と
の
こ
と
。
鳥
居
を

く
ぐ
っ
て
す
ぐ
左
手
に
建
つ
歌
碑
は
、
天
保

一
〇
年（
一
八
三
九
）に
法
泉
寺
の
僧
空
観
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

倭
姫
命
と
野
志
里
神
社　

　

美
濃
街
道
は
、
旧
街
道
ら
し
く
ゆ
る
や
か

に
カ
ー
ブ
す
る
細
い
道
で
す
。
街
道
沿
い
に

倭
姫
命（
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）ゆ
か
り
の

野
志
里
神
社
が
あ
り
ま
す
。
倭
姫
命
は
、
垂

仁
天
皇
の
娘
で
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
叔
母
に

あ
た
り
ま
す
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
西
国
征
定

に
赴
く
前
に
伊
勢
神
宮
の
斎
王・
倭
姫
命
に

会
っ
て
、
女
性
の
衣
装
を
も
ら
い
変
装
し
て

熊
襲
建
を
討
ち
、
東
国
征
定
の
前
に
は
倭
姫

命
か
ら
草
薙
剣
を
授
か
り
ま
す
。

　
「
延
喜
式
」神
名
帳
に
名
を
連
ね
る
由
緒
を

も
つ
野
志
里
神
社
は
、
伊
勢
神
宮
創
建
に
ま

つ
わ
る
神
話
を
伝
え
て
い
ま
す
。
垂
仁
天
皇

の
命
に
よ
り
天

あ
ま
て
ら
す照
大
御
神
を
祀
る
場
所
を

探
し
て
い
た
倭
姫
命
は
、
伊
賀
・
近
江
・
美

濃
の
各
所
を
転
々
と
し
、
伊
勢
国
野
代
宮

に
滞
在
し
ま
す
。
目
の
前
に
は
鏡
の
よ
う
な

伊
勢
の
海
が
広
が
り
、
多
度
山
の
た
た
ず
ま

い
も
お
だ
や
か
な
こ
の
里
が
気
に
入
っ
た
姫

は
、
し
ば
ら
く
こ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
、
天
照

大
御
神
を
祀
る
場
所
を
探
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。
理
想
の
地
を
探
し
て
い
る
間
、
天
照
大

神
は
野
代
宮
に
祀
ら
れ
、
里
の
人
々
の
信
仰

を
集
め
ま
し
た
。

　

四
年
ほ
ど
を
野
代
宮
で
過
ご
し
た
姫
は
、

伊
勢
の
各
地
を
巡
り
、
占
い
に
よ
っ
て
五
十

鈴
川
の
ほ
と
り
を
目
的
の
場
所
と
定
め
、

立
派
な
社
を
建

立
し
て
天
照
大

御
神
を
祀
り
ま

す
。
こ
の
社
が

後
に
伊
勢
神
宮

の
内
宮
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
、

倭
姫
命
が
立
ち

尾津神社の歌碑

草薙神社

上げ馬神事

野志里神社
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去
っ
て
か
ら
も
、
天
照
大
御
神
を
祀
っ
た
こ

と
を
誇
り
に
思
っ
た
野
代
の
人
々
は
、
野
志

里
神
社
を
大
切
に
守
っ
て
き
ま
し
た
。

多
度
大
社
の
祭
神
と
上
げ
馬
神
事

　
「
お
伊
勢
参
ら
ば　

お
多
度
を
か
け
よ　

お
多
度
か
け
ね
ば　

片
参
り
」と
謡
わ
れ
た

多
度
大
社
は
、
近
畿
東
海
は
も
と
よ
り
全
国

か
ら
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
三
重
県
北
部

随
一
の
大
社
で
す
。
平
成
八
年
に
、
大
社
号

の
奉
称
が
認
め
ら
れ
、
正
式
名
称
が
多
度
神

社
か
ら
多
度
大
社
に
な
り
ま
し
た
。

　

神
の
使
い
で
あ
る
白
馬
が
幸
せ
を
運
ん
で

く
る
と
い
う「
白
馬
伝
説
」が
伝
わ
り
、
境
内

に
は
神
馬
が
お
遣
え
し
て
い
ま
す
。
春
の
上

げ
馬
神
事
、
秋
の
流
鏑
馬
祭
り
な
ど
馬
と
関

わ
り
の
深
い
行
事
が
行
わ
れ
る
神
社
と
し
て

も
有
名
で
す
。

　

特
に
、
五
月
四
・五
日
に
行
わ
れ
る
多
度

祭
の
上
げ
馬
神
事
は
、
武
者
に
扮
し
た
少
年

が
馬
を
操
っ
て
高
さ
二
ｍ
近
く
の
土
手
を
駆

け
上
が
る
勇
壮
な
姿
に
多
く
の
観
衆
が
集
ま

り
、
毎
年
そ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ

ま
す
。

　

伝
統
の
神
事
で
あ
る
上
げ
馬
は
、
肱
江
・

北
猪
飼・
猪
飼・
力
尾・
小
山・
戸
津・
多
度

の
七
地
区
の
氏
子
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま

す
。
肱
江
地
区
か
ら
は
、
チ
ゴ（
神
児
）を
、

他
の
六
地
区
か
ら
は
ノ
リ
コ（
騎
手
）を
出
す

の
が
習
わ
し
で
す
。
チ
ゴ
と
ノ
リ
コ
は
、
四

月
一
日
に
各
地
区
の
青
年
団
の
代
表
が
神
社

に
集
ま
り
、
神
前
で
ミ
ク
ジ
の
行
事
を
行
い

決
め
ら
れ
ま
す
。

ノ
リ
コ
は
、
高
校

三
年
生
く
ら
い
が

選
ば
れ
る
そ
う

で
、
地
元
の
青
年

に
と
っ
て
は
、
非

常
に
晴
れ
が
ま
し

い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

多
度
大
社
の
本
宮
に
祀
ら
れ
て
い
る

天あ
ま
つ
ひ
こ
ね

津
彦
根
命
は
、『
古
事
記
』で
は
、
天
照
大

御
神
が
弟
神
ス
サ
ノ
オ
と
誓
約（
う
け
い
）を

行
っ
た
と
き
、
天
照
大
神
の「
八
尺
の
勾
玉

の
五
百
箇
の
み
す
ま
る
の
珠
」か
ら
生
ま
れ

た
五
柱
の
男
神
の
一
柱
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
照
大
神
を
祀
っ
た
伊
勢
神
宮
に
対
し
て
、

御
子
神
を
祀
っ
て
い
る
多
度
大
社
は「
北
伊

勢
大
神
宮
」と
も
呼
ば
れ
、
あ
わ
せ
て
参
拝

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

多
度
大
社
に
は
別
宮
と
し
て
、
天
津
彦
根

命
の
御
子
神
で
あ
る「
天あ

め
の
ま
ひ
と
つ

目
一
箇
命
」を
祀
る

一
目
連
神
社
が
鎮
座
し
ま
す
。
天
目
一
箇
命

は
、『
古
語
拾
遺
』に
天
照
大
御
神
が
天
の
岩

屋
戸
に
お
隠
れ
に
な
っ
た
際
、
刀
や
斧
な
ど

を
作
っ
て
活
躍
さ
れ
た
神
と
し
て
記
さ
れ
て

お
り
、
金
属
工
業
の
守
護
神
と
し
て
崇
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
一
一
月
八
日
に
行
わ
れ

る「
ふ
い
ご
祭
り
」に
は
、「
鋳
物
の
ま
ち
・
桑

名
」の
地
元
業
者
は
も
と
よ
り
全
国
の
関
連
業

者
が
参
拝
に
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
目
連
神
社

は
、
天
候
を
司
る
と
言
わ
れ
昔
か
ら
雨
乞
い

祈
祷
の
対
象
で
し
た
。
一
目
連
神
社
の
社
殿

は
、
正
面
の
扉
が
無
い
珍
し
い
構
造
を
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
神
様
が
龍
に
姿
を
変
え

て
、
い
ち
早
く
出
向
か
れ
る
た
め
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

多度大社の神馬

多度大社　別宮

上げ馬神事のおチゴさま
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被
害
が
拡
大
し
た
背
景
と

当
時
の
防
災
施
設
・
避
難
体
制

伊
勢
湾
台
風
で
は
非
常
に
多
く
の
犠
牲
者
・

流
失
家
屋
が
で
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

伊
勢
湾
の
形
状
な
ど
悪
い
自
然
条
件
の
重
な

り
も
あ
り
ま
し
た
が
、
堤
防
の
強
度
や
避
難

体
制
な
ど
当
時
の
水
準
が
低
か
っ
た
こ
と
も

否
め
ま
せ
ん
。

　

伊
勢
湾
と
同
様
に
南
西
に
湾
口
を
持
っ
て

い
る
東
京
湾
や
大
阪
湾
と
比
べ
て
、
伊
勢
湾

は
①
④
⑤
の
要
因
で
は
大
き
な
差
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
②
の
湾
内
に
流
入
す
る
海
水
量
に

つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
の
平
面
地
形
は
、
湾
口

が
南
に
開
き
、
か
つ
十
分
な
広
さ
を
持
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
外
洋
の
海
水
が
流
入
し
や
す

く
、
高
潮
を
発
達
さ
せ
る
素
因
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

③
の
吸
送
流
の
吹
き
寄
せ
に
つ
い
て
は
、

水
深
が
浅
い
湾
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま
す
が
、

伊
勢
湾
の
平
均
水
深
は
二
〇
ｍ
で
、
東
京
湾

の
四
五
ｍ
、
大
阪
湾
の
三
〇
ｍ
に
比
べ
て
相

当
に
浅
く
、
東
京
湾
や
大
阪
湾
に
比
べ
て
高

潮
を
大
き
く
発
達
さ
せ
る
要
件
を
備
え
て
い

る
と
云
え
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
の
地
形
が
伊
勢
湾
台
風
に

対
し
て
最
悪
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
我

が
国
の
観
測
史
上
最
大
の
高
潮
を
発
生
さ
せ

た
と
云
え
ま
す
。
従
っ
て
、
伊
勢
湾
台
風
と

類
似
コ
ー
ス
の
台
風
に
対
し
て
は
、
伊
勢
湾

は
危
険
性
の
高
い
地
理
的
条
件
に
あ
る
と
云

え
ま
す
。

高
潮
被
害
を
増
大
さ
せ
る
低
平
地

　

一
方
、
伊
勢
湾
周
辺
の
陸
地
側
に
も
高
潮

の
被
害
を
大
き
く
す
る
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
木
曽
三
川
河
口
か
ら
名
古
屋
港

に
か
け
て
存
在
す
る
広
大
な
干
拓
地
で
す
。

後
氷
河
期
に
は
縄
文
海
進
と
呼
ば
れ
る
海
面

の
上
昇
に
よ
っ
て
濃
尾
平
野
一
帯
は
海
で
し

た
。
そ
こ
に
木
曽
三
川
か
ら
の
流
出
土
砂
が

堆
積
し
現
在
の
平
野
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
濃
尾
平
野
の
地
形
は
、
上
流
の
高
標

高
部
よ
り
、
扇
状
地
地
帯
、
自
然
堤
防・
後

背
湿
地
地
帯
、
三
角
州
地
帯
、
干
拓
地
地
帯

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

往
古
の
濃
尾
平
野
は
土
砂
堆
積
に
よ
る
平

野
形
成
期
に
あ
り
、
河
川
は
乱
流
し
て
不
安

定
な
土
地
で
し
た
。
こ
の
た
め
古
道
の
東
山

道・
中
山
道
は
濃
尾
平
野
の
北
限
を
通
っ
て

中
部
山
岳
地
帯
に
通
じ
、
ま
た
鎌
倉
街
道
は

自
然
堤
防
地
帯
を
通
過
し
て
い
る
よ
う
に
濃

高
潮
が
起
こ
り
や
す
い
伊
勢
湾

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
は
、
そ
の
被
災
状
況
か

ら
高
潮
災
害
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
し
か
し
、
こ
の
高
潮
災
害
は
、
未
曾

有
の
大
き
さ
を
持
っ
た
伊
勢
湾
台
風
の
み
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
伊
勢
湾
と
そ
の
周
辺

の
地
理
的
特
性
が
加
わ
り
引
き
起
こ
さ
れ
ま

し
た
。

　

高
潮
は
台
風
に
よ
る
気
圧
低
下
と
暴
風
に

よ
る
海
水
流
動
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
そ
の
大

き
さ
は
台
風
の
中
心
気
圧
の
大
き
さ
と
、
そ

の
進
路
に
支
配
さ
れ
ま
す
が
、直
接
的
に
は
、

①
気
圧
低
下
に
よ
る
吸
い
上
げ
。
②
湾
内
に

流
入
す
る
海
水
量
。③
吸
送
流
の
吹
き
寄
せ
。

④
湾
内
の
海
面
震
動
と
の
共
振
。
⑤
強
風
に

よ
る
波
浪
の
発
達
。
の
五
つ
の
要
因
に
よ
っ

て
決
ま
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

木曽三川河口部の状況
「陸上自衛隊撮影」「中部地区自然災害科学資料センター提供」

東京湾・伊勢湾・大阪湾の
湾形状の比較
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尾
平
野
の
比
較
的
安
定
し
た
地
域
を
通
過
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
京
都
へ
の
最
短

距
離
を
目
指
し
な
が
ら
も
、
濃
尾
平
野
下
流

部
の
横
断
が
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
整
備
さ
れ
た
東
海
道

に
あ
っ
て
も
、
宮
宿
か
ら
桑
名
宿
ま
で
は
濃

尾
平
野
の
横
断
を
避
け
て
海
路
と
し
て
い
る

こ
と
が
、
当
時
に
お
い
て
も
濃
尾
平
野
の
海

岸
線
が
極
め
て
不
安
定
な
低
湿
地
帯
で
あ
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

再
開
発
干
拓
地
で
大
き
な
被
害

　

濃
尾
平
野
の
末
端
部
に
あ
た
る
三
角
州
地

帯
よ
り
低
位
部
は
海
抜
〇
メ
ー
ト
ル
地
帯
と

呼
ば
れ
る
地
帯
で
す
。
特
に
、
干
拓
地
帯
の

大
部
分
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
干
拓
さ
れ
た

人
工
地
形
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
干
拓
地
の
多
く
は
、
開
発
後
も

高
潮
に
よ
っ
て
度
々
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
木
曽
三
川
の
最
下
流
部
に
位
置
し
海
に

直
面
し
て
い
た
鍋
田

干
拓
、
長
島
温
泉
が

あ
る
松
蔭
新
田
、
揖

斐
川
右
岸
の
城
南

干
拓
な
ど
は
、
江
戸

時
代
に
開
発
さ
れ
た

干
拓
地
で
す
が
、
高

潮
の
害
を
受
け
て
放

置
さ
れ
て
海
没
地
と

な
っ
て
い
た
土
地
で
す
。

　

住
民
の
四
一
・八
％
が
犠
牲
と
な
っ

た
弥
冨
市
鍋
田
干
拓
地
は
、
天
保
八
年

（
一
八
三
七
）に
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
度

重
な
る
水
害
に
よ
っ
て
荒
地
と
な
り
、
安

政
四
年（
一
八
五
七
）に
再
開
発
に
着
手
さ

れ
ま
し
た
が
中
断
し
、
そ
の
後
九
〇
年
間

も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た
。
昭
和
二
三

年（
一
九
四
八
）に
本
格
的
な
干
拓
事
業
と

し
て
再
開
発
に
着
手
さ
れ
、
昭
和
三
一
年

（
一
九
五
六
）第
一
次
入
植
が
始
ま
り
、
昭
和

三
四
年
度
末
に
は
完
成
す
る
予
定
で
し
た
。

　

揖
斐
川
河
口
右
岸
の
城
南
干
拓
地
も
、
安

政
四
年（
一
八
五
七
）の
大
津
波
に
よ
っ
て
破

壊
さ
れ
荒
地
と
な
っ
て
放
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
二
一
年（
一
九
四
六
）に
干
拓
地

と
し
て
再
開
発
に
着
手
、
昭
和
三
二
年
度

（
一
九
五
七
）に
完
成
し
、
よ
う
や
く
営
農
が

軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

木
曽
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
長
島
輪
中

の
先
端
の
松
蔭
新
田
は
、
文
政
年
間
に
干
拓

さ
れ
老
松
輪
中
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、

万
延
元
年（
一
八
六
〇
）の
高
潮
に
よ
っ
て
壊

滅
し
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

明
治
二
〇
年（
一
八
八
七
）の
木
曽
川
下
流
河

川
改
修
工
事（
明
治
改
修
）着
手
を
契
機
と
し

て
再
開
発
に
取
り
組
ま
れ
、
明
治
二
二
年

（
一
八
八
九
）に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
干
拓
地
は
も
と
も
と
海
面
以

下
に
あ
っ
た
地
域
が
、
堤
防
に
よ
っ
て
海
と

遮
断
さ
れ
て
干
陸
化
さ
れ
た
区
域
で
す
か

ら
、
高
潮
を
防
ぐ
海
岸
堤
防
が
唯
一
の
生
命

線
で
し
た
。弱

か
っ
た
海
岸
堤
防

　

城
南
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
は
、
昭
和

二
一
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、

堤
高
は
標
高
五
・五
ｍ
を
持
ち
、
昭
和
二
八

年（
一
九
五
三
）の
一
三
号
台
風
に
よ
る
高
潮

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
て
ん
ば
・

裏
の
り
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
被
覆

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
で

は
、
堤
防
を
乗
り
越
え
た
高
潮
に
よ
っ
て
堤

防
の
内
側
か
ら
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鍋
田
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
も
同
様

の
状
態
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
当
初
ま
で
の
海
岸
堤
防

は
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た
干

拓
地
堤
防
の
ま
ま
の
も
の
が
多
く
、
海
岸
堤

防
の
高
さ
や
構

造
に
つ
い
て
近

代
の
工
学
的
見

地
か
ら
検
討
さ

れ
て
改
良
さ
れ

た
こ
と
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）九
月
の
台

風
十
三
号
に
よ
っ
て
三

河
湾
や
伊
勢
湾
沿
岸
な

ど
に
大
き
な
被
害
が
発

生
し
た
こ
と
を
契
機
と

し
て
、
海
岸
保
全
対
策

の
体
系
化
が
進
め
ら

れ
、
昭
和
三
十
一
年

（
一
九
五
六
）に「
海
岸
法
」、
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）に
は「
海
岸
保
全
施
設
築
造
基

準
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
十
三
号
災
害
の
復
旧
事
業
区
間
は
、

愛
知・
三
重
両
県
合
わ
せ
て
約
二
五
〇
㎞
で

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
海
岸
工
学
的
な
研
究

に
よ
る
堤
防
高
さ
と
越
波
に
対
し
て
堤
防
全

体
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う「
三
面
張
り
」構

造
に
よ
っ
て
、
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
に
は
、

ま
だ
完
成
し
て
い
な
く
、
ま
た
、
災
害
復

旧
事
業
区
間
以
外
で
は
昔
の
堤
防
ま
ま
で

し
た
か
ら
、
伊
勢
湾
周
辺
の
堤
防
の
高
さ

は
標
高
二
・六
ｍ
か
ら
五
・八
ｍ
で
一
様
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
堤
防
の

り
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
石
で
被
覆
さ
れ

て
い
る
区
間
は
少
な
く
、
粘
性
土
に
よ
っ

て
被
覆
さ
れ
た
の
み
の
場
所
も
多
く
存
在

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
堤
防
に
対
し
て

高
潮
が
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
越
波
高
が

〇
・五
ｍ
以
上
と
な
っ
た
箇
所
の
堤
防
は
殆

ど
が
破
堤
し
ま
し
た
。

長島海岸堤防の破壊断面図

木曽三川河口部の干拓地開発の経過

長島海岸堤防の破壊状況

海部海岸堤防の破壊状況
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歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

高
潮
に
弱
か
っ
た
河
川
堤
防

　

政
府
は
昭
和
二
八
年（
一
九
五
三
）の
全
国

的
な
激
甚
災
害
に
鑑
み
て
、
治
山
治
水
基
本

対
策
要
綱
を
定
め
、
昭
和
三
一
年
度
を
初
年

度
と
す
る
治
水
五
ヶ
年
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
全
国
的
に
治
水
施
設
の
整
備
に
乗
り
出
し

ま
し
た
が
、
伊
勢
湾
台
風
時
点
で
は
多
く
の

堤
防
な
ど
は
未
改
修
の
ま
ま
で
し
た
。

　

河
口
か
ら
約
二
四
㎞
も
木
曽
三
川
を
遡
上

し
た
高
潮
は
、
各
地
で
河
川
堤
防
を
損
傷
し

ま
し
た
。
特
に
、
高
潮
の
影
響
を
最
も
大
き

く
受
け
た
国
道
一
号
附
近
よ
り
下
流
の
河
口

部
で
は
、
堤
防
を
越
波
し
た
高
潮
に
よ
っ
て

二
二
箇
所
が
破
堤
し
ま
し
た
。

　

河
口
か
ら
五
㎞
附
近
の
長
良
川
左
岸
堤
防

は
、
堤
防
高
は
標
高
四
ｍ
前
後
、
堤
防
高
の

低
い
と
こ
ろ
で
は
高
潮
が
越
波
し
て
い
ま
し

た
が
、
堤
防
の
表
の
り
面
に
は
竹
が
密
生
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
破
堤
を
免
れ
ま
し
た
。

　

河
口
か
ら
約
六
㎞
上
流
の
長
良
川
左
岸
の

長
島
町
南
松
ヶ
島
で
は
一
七
〇
ｍ
に
わ
た
っ

て
破
堤
し
、
地
域
住
民
の
約
二
二
％
に
あ
た

る
四
八
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
右
岸
の
城
南
干
拓
地
附
近
の
河
川

堤
防
は
、
標
高
四
・二

ｍ
、
川
表
の
り
面
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
張
、
天
端
お

よ
び
川
裏
の
り
面
は

葭
根
土
に
よ
っ
て
被

覆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
潮
は
、
こ
の
堤
防

を
乗
り
越
え
、
破
堤
を

免
れ
た
も
の
の
、
そ
の

波
浪
に
よ
っ
て
築
堤
を

侵
食
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の

河
口
部
の
河
川
堤
防

は
、
堤
高
が
標
高
四
ｍ

程
度
で
、
河
床
土
で
築

か
れ
た
堤
防
の
の
り
面

は
、
常
時
流
水
に
接
す

る
部
分
が
石
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て

い
る
の
み
で
、
大
部
分
が
葭
根
土
が
張
ら
れ

て
い
ま
し
た
。（
葭
根
土
＝
葭
を
刈
り
取
っ

た
後
の
葭
原
の
表
土
を
一
五
㎝
程
度
の
方
塊

に
切
り
取
っ
た
も
の
。
堤
防
の
り
面
等
の
被

覆
材
と
し
て
張
り
付
け
て
い
ま
し
た
）

顕
在
化
し
た
内
水
被
害

　

高
潮
の
影
響
を
受
け
な
い
上
流
部
の
河
川

に
お
い
て
も
様
々
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
護
岸
や
の
り
面
の
被
覆
工
が
未
整
備
の

た
め
、
所
々
で
堤
防
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
支
川
洪
水

の
流
下
が
妨
げ
ら
れ
て
氾
濫
し
た
り
、
輪
中

の
排
水
が
妨
げ
ら
れ
輪
中
内
に
湛
水
し
ま
し

た
。
岐
阜
県
多
芸
輪
中

や
三
重
県
七
郷
輪
中
の

よ
う
に
破
堤
に
よ
っ
て

輪
中
内
に
湛
水
し
た
洪

水
は
、
本
川
水
位
よ
り

低
地
に
あ
る
た
め
自
然

排
水
が
不
可
能
で
、
機

械
排
水
に
よ
ら
な
け
れ

ば
元
の
状
態
に
還
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
輪
中
内
の
地
盤
が
排
水

先
の
河
川
よ
り
低
位
置
に
あ
る
た
め
、
洪

水
氾
濫
の
害
か
ら
免
れ
た
も
の
の
、
内
水

の
湛
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
多
発
し
、
地

盤
の
低
さ
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

整
備
が
遅
れ
て
い
た
中
小
河
川

　

木
曽
三
川
に
流
れ
込
む
支
川
は
、
い

ず
れ
も
未
整
備
の
状
態
で
洪
水
を
安

全
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
長
良
川
右
支
川
の
板
取
川
で
は
、
美

濃
市
蕨
生
か
ら
洞
戸
村（
現
関
市
）面
平

ま
で
の
約
五・三
㎞
の
区
間
で
洪
水
が
溢
れ
、

家
屋
二
八
六
戸
、
耕
地
一
九
〇
ha
に
被
害

を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
揖
斐
川
右
支

川
の
相
川
で
も
垂
井
町
表
佐
で
約
二・一
㎞
。

長
良
川
上
流
の
大
和
村
剣
で
は
約
〇・九
㎞

な
ど
で
、
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の
河

積
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
越
水
に
よ
る

破
堤
や
堤
防
の
破
損・
護
岸
の
破
壊
が
発
生

し
＜
中
小
河
川
の
整
備
の
立
ち
後
れ
が
認

識
さ
れ
ま
し
た
。

立
ち
後
れ
て
い
た
避
難
態
勢

　

昭
和
三
四
年
の
我
が
国
の
テ
レ
ビ
普
及
率

は
二
百
万
台
に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
と
比
較
し
て
一
般
住
民
へ
の
情
報
伝
達

方
法
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

加
え
て
台
風
が
接
近
し
た
二
六
日
一
八
時

頃
に
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
で
は
ほ
ぼ
全
域
に

わ
た
り
停
電
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

を
通
じ
て
の
情
報
伝
達
は
困
難
な
状
態
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
地
方
気
象
台
が
発
表
し
た
暴
風

雨
警
報・
高
潮
警
報
は
、
少
な
く
と
も
一
四

時
に
は
各
市
町
村
へ
届
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
に

差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
八
年
一
三

号
台
風
の
高
潮
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
地

域
の
市
町
村
で
は
避
難
命
令
の
発
令
が
早

く
、
人
的
被
害
を
最
小
に
食
い
止
め
ま
し

た
。
な
か
で
も
三
重
県
楠
町（
現
四
日
市

市
）の
例
の
よ
う
に
、
一
六
時
ま
で
に
危
険

区
域
の
住
民
約
二
、三
〇
〇
人
を
避
難
さ

せ
、
町
内
の
大
半
が
高
潮
に
よ
り
浸
水
し

な
が
ら
も
死
者
の
発
生
を
皆
無
に
抑
え
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

一
三
号
台
風
に
よ
る
被
害
が
軽
微
で
あ
っ

た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
町
村
で
は
避
難
命
令

の
発
令
が
遅
れ
、
人
的
被
害
の
拡
大
に
結

び
つ
い
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

■
参
考
引
用
文
献

伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌　

昭
和
三
八
年
四
月
一

日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌　

昭
和
三
九
年
一
〇
月

　

愛
知
県

昭
和
34
・.

35.
・
36
年
連
年
災
害
復
興
誌　

昭
和

四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

復
興
の
あ
ゆ
み　

三
重
県

岐
阜
市
史　

通
史
編
現
代　

昭
和
五
六
年
一
一
月

　

岐
阜
市

伊
勢
湾
台
風
報
告
書　

平
成
二
十
年
三
月　

中
央

防
災
会
議

河川堤防（木曽岬町雁ヶ地）の破壊断面図羽島市桑原輪中の湛水状況

河川堤防（木曽岬町雁ヶ地）の破壊状況
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台
風
予
報
の
改
善
の
歴
史

TALK&TALK

昭和 29年　長野県高山村生まれ

前橋地方気象台、松本測候所、軽井沢測候所

長野地方気象台などを経て、

現在、名古屋地方気象台防災業務課　調査官

　
　

 　

名
古
屋
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課
調
査
官　

島
田　

誠

島田　誠　氏

TA
LK
&
TA
LK

一　

台
風
と
は

　

台
風
は
、
日
本
の
南
の
熱
帯
海
上（
北
西

太
平
洋
：
赤
道
よ
り
北
で
、
東
経
１
８
０
度

よ
り
西
側
の
太
平
洋
で
南
シ
ナ
海
等
の
付
属

海
を
含
む
）で
発
生
す
る
熱
帯
低
気
圧
の
う

ち
、
最
大
風
速
が
１
７
・２
m/s
以
上
の
も
の

を
い
い
、
猛
烈
な
風
雨
を
伴
う
反
時
計
回
り

（
低
気
圧
性
循
環
）の
巨
大
な
渦
巻
き
で
す
。

　

台
風
が
発
生
す
る
と
、
日
本
で
は
気
象
庁

が
そ
の
年
の
西
暦
の
下
２
桁
と
発
生
順
の
２

桁
の
計
４
桁
の
数
字
を
付
け
ま
す
。こ
れ
は
、

国
際
共
通
番
号
と
も
な
り
ま
す
。
現
在
の
台

風
番
号
が
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
昭
和
28

年（
１
９
５
３
）か
ら
で
、
そ
れ
以
前
の
昭
和

22
年（
１
９
４
７
）〜
昭
和
27
年（
１
９
５
２
）

は
、
米
軍
が
付
け
て
い
た
女
性
名
で
台
風
を

呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
女
性
名
で
大
災

害
を
も
た
ら
し
た
台
風
に
は
、
昭
和
22
年
の

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
、
昭
和
24
年（
１
９
４
９
）

の
キ
テ
ィ
台
風
、
昭
和
25
年（
１
９
５
０
）の

ジ
ェ
ー
ン
台
風
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み

に
甚
大
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
昭
和
の
三
大

台
風
の
一
つ
で
あ
る
伊
勢
湾
台
風[

昭
和
34

年（
１
９
５
９
）９
月]

の
英
語
名（
人
名
）は

ベ
ラ
で
す
。

　

台
風
番
号
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昭

和
28
年
以
降
も
、
台
風
に
は
ア
メ
リ
カ
が
英

語
名
を
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
北
西
太
平
洋

ま
た
は
南
シ
ナ
海
で
発
生
す
る
台
風
に
関
す

る
各
国
の
政
府
間
組
織
で
あ
る
台
風
委
員
会

（
日
本
ほ
か
14
カ
国
等
が
加
盟
）は
、
平
成
12

年（
２
０
０
０
）か
ら
、
加
盟
国
な
ど
が
提
案

し
た
固
有
の
名
前
を
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。二  

台
風
に
関
す
る
気
象
情
報

　

台
風
は
、
大
雨
や
暴
風
、
高
波
、
高
潮
な

ど
に
よ
り
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
す
非
常
に

激
し
い
自
然
現
象
で
す
。
こ
の
た
め
気
象
庁

で
は
、
気
象
衛
星
、
気
象
レ
ー
ダ
ー
、
船
舶
、

ア
メ
ダ
ス
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
観
測
網
に

よ
っ
て
台
風
の
発
生
か
ら
消
滅
ま
で
を
常
時

監
視
す
る
と
と
も
に
、
数
値
予
報
シ
ス
テ
ム

を
基
盤
と
し
た
予
報
技
術
に
よ
り
、
状
況
に

応
じ
た
情
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
情
報
の
原
型
は
、
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
）９
月
の
室
戸
台
風（
昭
和
の
三

大
台
風
の
一
つ
）で
死
者
・
行
方
不
明
者
が

三
千
人
以
上
と
い
う
日
本
の
災
害
史
に
記
録

さ
れ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
契

機
と
し
て
い
ま
す
。

 

な
お
、
数
値
予
報
と
は
、
観
測
デ
ー
タ
を

基
に
現
在
の
大
気
の
状
態
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

上
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
物
理
法
則
に

基
づ
い
て
将
来
の
大
気
の
状
態
を
予
測
す
る

も
の
で
、
各
種
気
象
情
報
の
基
礎
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

三  

台
風
の
実
況
に
関
す
る
情
報 

　

気
象
庁
は
、
北
西
太
平
洋
に
台
風
が
あ
る

時
に
は
、
観
測
デ
ー
タ
の
解
析
に
基
づ
き
、

中
心
位
置（
緯
度
、
経
度
）、
強
度（
中
心
気

圧
、
最
大
風
速
、
最
大
瞬
間
風
速
）、
進
行

方
向
、
大
き
さ（
強
風
域
と
暴
風
域
）な
ど
の

情
報
を
、
日
本
付
近
で
は
１
時
間
毎
、
そ
れ

以
外
の
領
域
で
は
３
時
間
毎
に
発
表
し
て
い

ま
す
。

　

最
大
風
速
は
、
10
分
間
平
均
の
風
速
で
表

現
し
て
い
て
、
強
風
域
、
暴
風
域
は
そ
れ
ぞ

れ
10
分
間
平
均
風
速
が
15

  

m/s
、
25

　

m/s
以
上

の
風
が
吹
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
範
囲
を

円
で
示
し
た
も
の
で
す
。

四  

台
風
予
報
の
改
善

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
気
象
庁（
当
時
の
中

央
気
象
台
）が
台
風
の
予
報
業
務
を
独
自
に

行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
27
年
４

月
28
日
の
日
本
国
と
の
平
和
条
約
、
い
わ
ゆ

る
連
合
国
と
日
本
国
の「
講
和
条
約
」の
発
効

か
ら
で
し
た
。

　

ま
た
、台
風
の
進
路
予
報
は
点
で
表
示
し
、

そ
こ
に
誤
差
範
囲
を
付
け
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
28
年（
１
９
５
３
）か
ら
台
風
の
進
路
予

報
は
、
扇
形
で
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
台
風
の
予
報
時
間
は
12
時
間
及
び
24
時

間
後
ま
で
で
、
台
風
の
位
置
は
扇
の
縁
で
表

し
、
進
行
方
向
及
び
誤
差
範
囲
は
扇
の
広
が

り
の
幅
で
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
扇
形
予
報
は
見
た
目
に
は
分
か
り
や

す
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
一
方
で
、
進
行
方

向
の
左
右
へ
の
ず
れ
は
表
現
で
き
て
も
、
進

行
速
度
の
速
い
遅
い
が
ま
っ
た
く
表
現
で
き

な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

改
善
す
る
た
め
、
過
去
の
台
風
進
路
予
報
の

精
度
検
証
結
果
か
ら
昭
和
57
年（
１
９
８
２
）
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こ
の
改
善
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
昭
和
60
年（
１
９
８
５
）

の
台
風
第
13
号
が
九
州
を
北
上
し

た
際
に
、
有
明
海
で
小
型
漁
船

が
遭
難
し
た
こ
と
で
す
。
漁
船
は

出
港
す
る
前
に
入
手
し
た
台
風
の

予
報
円
の
周
辺
付
近
で
操
業
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
の
実

況
位
置
に
表
示
し
て
あ
る
暴
風
域

を
示
す
円
と
、
進
路
予
報
図
に
表

示
し
て
あ
る
予
報
円
を
示
す
円
の

違
い
が
正
確
に
理
解
さ
れ
て
い
な

く
、
予
報
円
を
暴
風
域
の
予
想
範
囲
と
誤
解

し
た
こ
と
に
よ
り
起
こ
っ
た
遭
難
で
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
昭
和
61
年（
１
９
８
６
）

６
月
１
日
か
ら
暴
風
警
戒
域（
平
均
風
速

25
　

m/s
以
上
の
暴
風
が
吹
く
可
能
性
が
あ
る
と

予
想
さ
れ
る
範
囲
）を
追
加
し
た
予
報
円
方

式
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
台
風
予
報
進
路

予
報
図
の
原
型
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
円

予
報
が
採
用
さ
れ
て
か
ら
予
報
円
の
中
心

６
月
１
日
か
ら
は
、
円
形
の
予
報
円
の
進
路

予
報
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

予
報
円
と
は
、
予
報
さ
れ
た
時
刻
に
台
風

の
中
心
が
到
達
す
る
と
予
想
さ
れ
る
範
囲
を

円
で
表
し
た
も
の
で
す
。
台
風
の
中
心
が
予

報
円
に
入
る
確
率
は
60
％
で
す
。
し
か
し
、

予
報
円
だ
け
で
は
、
暴
風
に
対
し
て
、
ど
の

地
域
ま
で
警
戒
が
必
要
な
の
か
が
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

は
、
×
と
し
て
表
示

し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
年
か
ら
中
心
点

の
表
示
は
取
り
や
め

ま
し
た
。

（
１
）予
報
期
間
の
延

長
、
図
表
示
方
法
な

ど
の
変
更

　

平
成
元
年（
１
９

　

８
９
）７
月
１
日
か

ら
48
時
間
先
ま
で
の

進
路
予
報
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
４
年（
１
９
９
２
）４
月
１
日
か
ら
全

国
の
29
地
点
に
お
い
て
24
時
間
以
内
に
暴
風

域
に
入
る
確
率
の
発
表
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
９
年（
１
９
９
７
）７
月
１
日
か
ら
72

時
間
先
ま
で
の
進
路
予
報
が
開
始
さ
れ
る
と

と
も
に
、
台
風
の
中
心
が
予
報
円
に
入
る
確

率
が
60
％
か
ら
70
％
へ
と
精
度
が
向
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
24
時
間
予
報
ま
で
の
予
報
位

置
を
０
・１
度
単
位
で
予
報
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

平
成
13
年（
２
０
０
１
）６
月
１
日
か
ら
台

風
の
強
度（
中
心
気
圧
、
最
大
風
速
）に
関
す

る
48
時
間
予
報
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年（
２
０
０
３
）６
月
４
日
か
ら
１

時
間
後
の
位
置
情
報
の
充
実
、
３
時
間
毎
の

暴
風
域
に
入
る
確
率
を
二
次
細
分
区
域（
警

報
・
注
意
報
の
区
域
と
同
じ
）毎
と
し
、
対

象
時
間
を
24
時
間
か
ら
48
時
間
に
延
長
し
ま

し
た
。
ま
た
、
台
風
の
強
度
に
関
す
る
予

報
を
48
時
間
か
ら
72
時
間
へ
と
延
長
し
ま
し

た
。

　

平
成
16
年（
２
０
０
４
）６
月
１
日
か
ら
台

風
予
報
の
精
度
向
上
に
よ
り
予
報
円
が
縮
小

さ
れ
ま
し
た（
こ
れ
ま
で
と
比
べ
、
平
均
で

約
10
％
）。

　

平
成
17
年（
２
０
０
５
）６
月
１
日
か
ら
24

時
間
以
内
に
台
風
に
な
り
、
日
本
に
接
近
す

る
と
予
想
し
た
熱
帯
低
気
圧
に
つ
い
て
、
そ

の
実
況
と
24
時
間
後
の
予
想
位
置
を「
発
達

す
る
熱
帯
低
気
圧
に
関
す
る
情
報
」と
し
て
、

発
表
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年（
２
０
０
７
）４
月
18
日
か
ら
台

風
情
報
が
新
た
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、「
台
風
情
報
の
表
示
方
法
等
に
関
す
る

懇
談
会
」か
ら
の
意
見
を
受
け
て
、
新
た
に

定
め
た「
台
風
予
報
の
図
表
示
方
法
の
指
針
」

に
沿
っ
た
変
更
で
す
。

・
日
本
付
近
で
は
、
24
時
間
先
ま
で
を
３
時

間
刻
み
に
予
報
す
る
こ
と 

・
台
風
の
強
さ
の
目
安
と
し
て
最
大
瞬
間
風

速
の
情
報
を
加
え
る
こ
と 

・
熱
帯
低
気
圧
に
関
す
る
情
報
を
充
実
す
る

こ
と 

・
台
風
か
ら
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ
て
も
、

暴
風
を
伴
っ
て
災
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
場

合
に
は
、
台
風
情
報
と
し
て
情
報
の
発
表

を
継
続
す
る
こ
と

・
予
報
期
間
の
暴
風
警
戒
域
全
体
を
囲
む
線

を
表
示
す
る
こ
と

・
予
報
円
の
中
心
点
や
そ
れ
を
結
ぶ
線
を
表

示
す
る
こ
と

・
72
時
間
先
ま
で
の
時
間
帯
に
暴
風
域
に
入

る
確
率
を
示
す「
暴
風
域
に
入
る
確
率
の

扇形方式予報円方式

暴風警戒域（赤の円）の追加
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面
的
情
報
」を
発
表
す
る
こ
と

　

平
成
20
年（
２
０
０
８
）５
月
21
日
か
ら
精

度
の
向
上
に
伴
い
予
報
円
の
半
径
が
こ
れ
ま

で
と
比
べ
て
約
15
％
、
特
に
北
西
方
向
に
進

む
場
合
に
は
約
20
％
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）今
後
の
改
善

　

台
風
の
進
路
予
報
の
期
間
は
現
在
、
３

日
先（
72
時
間
）ま
で
で
す
が
、
平
成
21

年（
２
０
０
９
）の
４
月
か
ら
は
、
５
日
先

（
１
２
０
時
間
）ま
で
予
報
期
間
を
延
長
す
る

予
定
で
す
。

（
３
）台
風
の
大
き
さ
と
強
さ
の
変
更

　

昭
和
37
年（
１
９
６
２
）10
月
12
日
か
ら

１
０
０
０
hPa
の
等
圧
線
の
半
径
や
中
心
気
圧

を
基
準
に
し
て
台
風
の
勢
力
を
防
災
上
の
観

点
か
ら
５
階
級
の「
大
き
さ
と
強
さ
」に
分
類

し
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
防
災
の
効
果
を
高

め
る
た
め
、
平
成
３
年（
１
９
９
１
）４
月
１

日
に
風
速
を
基
準
と
す
る
も
の
に
変
え
ま
し

た
。
平
成
12
年
６
月
１
日
か
ら
は
大
き
さ
の

階
級
の「
ご
く
小
さ
い
」「
小
型
」「
中
型
」、

強
さ
の
階
級
の「
弱
い
」「
並
の
強
さ
」を
削

除
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
善
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
11
年

（
１
９
９
９
）８
月
14
日
に「
弱
い
熱
帯
低
気

圧
」が
関
東
南
部
か
ら
北
陸
に
進
ん
だ
影
響

で
、
神
奈
川
県
の
玄
倉
川
の
河
川
敷
で
キ
ャ

ン
プ
を
し
て
い
た
大
勢
の
家
族
が
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。「
弱
い
」と
い
う
表
現
が

一
般
の
人
に
大
し
た
影
響
は
な
い
と
誤
解
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘

を
受
け
、「
弱
い
熱
帯
低
気
圧
」を「
熱
帯
低

気
圧
」に
変
え
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
台

風
の「
中
型
」や「
小
型
」と
い
っ
た
階
級
も
同

様
に
誤
解
さ
れ
る
と

考
え
、
こ
の
表
現
も

止
め
ま
し
た
。

（
４
）伊
勢
湾
台
風
並

み
の
台
風
が
接
近
し

た
ら

　

伊
勢
湾
台
風
当
時

の
台
風
進
路
予
報
は
、

24
時
間
先
ま
で
の
扇

形
の
予
報
図
で
し
た

が
、
現
在
、
台
風
の

予
報
精
度
は
格
段
に

向
上
し
５
日
先
ま
で

予
報
を
発
表
し
ま
す
。

伊
勢
湾
台
風
並
み
の

台
風
が
東
海
地
方
に

台風情報の事例・現況と予報（12、24、48、72時間後）
台風情報では、台風の中心位置、進行方向と速度、中心気圧、
最大風速（10分間平均）、最大瞬間風速、暴風域、強風域
の実況と、各予報時刻毎の台風の中心位置（予報円）、中心
気圧、最大風速、最大瞬間風速、暴風警戒域を提供します。

接
近
す
る
と
し
た
場
合
、
高
潮
に
よ
り
名

古
屋
を
は
じ
め
東
海
地
方
を
中
心
と
し
た

重
大
な
災
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

防
災
活
動
の
規
模
が
大
き
く
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
気
象
台
は
通
常
よ
り
早
め

に
警
戒
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
予
報
精
度

を
考
慮
し
つ
つ
台
風
の
接
近
の
状
況
に
応

じ
た
台
風
情
報
を
発
表
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
に
は
、
警
戒
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

事
前
に
執
れ
る
最
大
の
対
応
策
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

台風の大きさ




